
○地域づくり人材の育成やネット

ワークづくり、地方自治体等に対

する広域的なサポート体制の構築

○農業体験等を通じた農村ファン

づくりや、外部人材と農村との

マッチングの推進等による農的関

係人口の創出・拡大

○農村集落の共同活動の推進や、複数の農村集落の機能を補完する農村地域づくり事
業体（農村ＲＭＯ）の育成等

○情報通信基盤など生活インフラの整備や、ため池の防災・減災対策の推進

〇新型コロナウイルス感染症の影響 〇人口・経済活動の大都市への過度な集中 〇テレワーク、兼業・副業等の新しいスタイルの働き方 〇田園回帰による人の流れの加速化 〇少子高齢化・人口減少

〇農村の持つ価値や魅力の再評価 〇持続的な低密度社会の実現 〇大都市から農村への人口分散 〇災害に強い持続的な国土保全、みどりの食料システム戦略、2050年カーボンニュートラル、SDGsへの貢献

○農村の担い手として、多様な形で農に関わる者が十分な所得を確保できるよう、農村の
地域資源をフル活用した「農山漁村発イノベーション」を推進

地方への人の流れを加速化させ持続的低密度社会を実現するための新しい農村政策の構築（概要）
ー令和２年食料・農業・農村基本計画の具体化に向けてー

関係府省、地方自治体、事業者と連携・協働し、施策を一体的に講ずる「地域政策の総合化」の推進

○食料の安定供給のための農地の確保を前提として、有機農業や放牧など持続可能な土
地利用とこれを支える農地・農業水利施設の整備

地域運営のイメージ

農村への関与・関心の深化のイメージ図

（総務省「過疎問題懇談会（平成19年）」資料より一部引用し作成）

令和３年６月
新しい農村政策の在り方に関する検討会
長期的な土地利用の在り方に関する検討会

農山漁村発イノベーション：６次産業化のほか、農山漁村の活用可能な地域資源
を発掘し、磨き上げた上で、他分野と組み合わせて新しい事業を創出する取組

農村ＲＭＯ（Region Management Organization）：

（複数の）集落の機能を補完して、地域資源（農地・水路等）の
保全・活用や農業振興と併せて、買い物・子育て支援等の地域コ
ミュニティの維持に資する取組を行う事業体

多様な形で農に関わる者

長期的な土地利用の検討の方向性（概要）
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粗放的な利用等
による農業生産
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○集積・集約化
○基盤整備
○新規就農
○スマート農業
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農山漁村発イノベーション




